
〒105-6228 東京都港区愛宕2-5-1 http://www.smam-jp.com
当運用報告書に関するお問い合わせ先
お客さま
サービス部 0120-88-2976

受付時間：営業日の午前９時～午後５時
お取引状況等はご購入された販売会社へお問い合わせください。

当ファンドの仕組みは次の通りです。

商品分類 追加型投信／海外／債券

信託期間 2012年７月27日から2022年７月26日まで

運用方針 投資信託証券への投資を通じて、主とし
て日本を除くアジアの米ドル建てハイ
イールド債等に投資し、安定的な金利収
益の確保と信託財産の中長期的な成長を
目指して運用を行います。

主要投資対象 当ファンドは以下の投資信託証券を主要
投資対象とします。

アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファン
ド（カレンシー・ストラテジー・クラス）

日本を除くアジアの米ドル建てハイ
イールド債等

マネー・オープン・マザーファンド

円貨建ての短期公社債および短期金融
商品

当ファンドの
運用方法

■主として、成長の期待されるアジア
（西アジア、オセアニアを含み、日本
を除きます）の米ドル建てハイイール
ド債等に投資することにより、安定的
な金利収益の確保と信託財産の中長期
的な成長を目指して運用を行います。

■米ドル以外の通貨建ての債券等に投資
することがあります。その場合は、原
則として実質的に米ドル建てとなるよ
う為替取引を行います。

■実質外貨建資産については、為替ヘッ
ジ戦略を活用し、為替変動リスクの低
減を図ります。また、為替プレミアム
戦略を活用し、オプション・プレミア
ム収入の獲得を目指します。

組入制限 ■外貨建資産への直接投資は行いませ
ん。

分配方針 ■毎月26日（休業日の場合は翌営業日）
に決算を行い、分配を行います。

■分配対象額は、経費控除後の利子、配
当等収益と売買益（評価損益を含みま
す。）等の範囲内とします。

■分配金額は、委託会社が基準価額水
準、市況動向等を勘案して決定しま
す。

※委託会社の判断により分配を行わない
場合もあるため、将来の分配金の支払
いおよびその金額について保証するも
のではありません。

アジア・ハイイールド
債券ファンド毎月分配型
（通貨アクティブヘッジコース）

【運用報告書（全体版）】

第13作成期（2018年７月27日から2019年１月28日まで）

第73期/第74期/第75期
決算日2018年８月27日　決算日2018年９月26日　決算日2018年10月26日

第76期/第77期/第78期
決算日2018年11月26日　決算日2018年12月26日　決算日2019年１月28日

受益者の皆さまへ
当ファンドは投資信託証券への投資を通じて、主
として日本を除くアジアの米ドル建てハイイール
ド債等に投資し、安定的な金利収益の確保と信託
財産の中長期的な成長を目指して運用を行いま
す。当作成期についても、運用方針に沿った運用
を行いました。

三井住友アセットマネジメント株式会社は、関係当局の
認可等を得ることを前提に、2019年４月１日に大和住銀
投信投資顧問株式会社と合併し、商号を三井住友DSア
セットマネジメント株式会社に変更する予定です。
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1－　　－

アジア・ハイイールド債券ファンド毎月分配型（通貨アクティブヘッジコース）

最近５作成期の運用実績

作成期 決 算 期
基 準 価 額

債 券 組 入
比 率

投資信託証券
組 入 比 率

純 資 産
総 額(分配落) 税 込

分 配 金
期 中
騰 落 率

第９
作成期

円 円 ％ ％ ％ 百万円
49期（2016年８月26日） 9,256 80 △1.3 1.1 89.5 1,918

50期（2016年９月26日） 9,051 80 △1.4 1.1 95.5 1,887

51期（2016年10月26日） 9,052 80 0.9 1.1 94.7 1,868

52期（2016年11月28日） 9,121 80 1.6 1.1 95.4 1,885

53期（2016年12月26日） 9,503 80 5.1 1.1 89.6 1,902

54期（2017年１月26日） 9,256 80 △1.8 1.1 88.7 1,932

第10
作成期

55期（2017年２月27日） 9,130 80 △0.5 1.0 96.0 2,025

56期（2017年３月27日） 9,047 80 △0.0 1.0 90.0 2,158

57期（2017年４月26日） 8,844 80 △1.4 1.2 89.6 2,113

58期（2017年５月26日） 8,915 80 1.7 1.3 88.7 2,043

59期（2017年６月26日） 8,659 80 △2.0 1.3 89.6 2,051

60期（2017年７月26日） 8,612 80 0.4 1.1 95.7 2,071

第11
作成期

61期（2017年８月28日） 8,458 40 △1.3 1.1 83.7 2,032

62期（2017年９月26日） 8,668 40 3.0 1.1 73.5 1,982

63期（2017年10月26日） 8,793 40 1.9 1.1 95.5 1,971

64期（2017年11月27日） 8,560 40 △2.2 1.1 94.8 1,903

65期（2017年12月26日） 8,647 40 1.5 1.1 87.6 1,890

66期（2018年１月26日） 8,322 40 △3.3 1.2 96.0 1,798

第12
作成期

67期（2018年２月26日） 8,120 40 △1.9 1.2 95.6 1,742

68期（2018年３月26日） 7,923 40 △1.9 1.3 87.9 1,634

69期（2018年４月26日） 7,974 40 1.1 1.4 88.0 1,583

70期（2018年５月28日） 7,899 40 △0.4 1.4 87.2 1,532

71期（2018年６月26日） 7,748 40 △1.4 1.5 87.7 1,481

72期（2018年７月26日） 7,707 40 △0.0 1.5 94.1 1,452

第13
作成期

73期（2018年８月27日） 7,704 40 0.5 1.5 86.9 1,424

74期（2018年９月26日） 7,785 40 1.6 0.4 87.0 1,430

75期（2018年10月26日） 7,666 40 △1.0 0.4 89.1 1,363

76期（2018年11月26日） 7,570 40 △0.7 0.4 96.3 1,321

77期（2018年12月26日） 7,693 40 2.2 0.5 88.6 1,284

78期（2019年１月28日） 7,927 30 3.4 0.5 90.0 1,296

※基準価額の騰落率は分配金込み。

※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。

※当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。
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2－　　－

アジア・ハイイールド債券ファンド毎月分配型（通貨アクティブヘッジコース）

当作成期中の基準価額と市況等の推移

決 算 期 年 月 日
基 準 価 額 債 券 組 入

比 率
投 資 信 託 証 券
組 入 比 率騰 落 率

第73期

（期　　　首） 円 ％ ％ ％
2018年７月26日 7,707 － 1.5 94.1

７月末 7,803 1.2 1.5 94.5

（期　　　末）
2018年８月27日 7,744 0.5 1.5 86.9

第74期

（期　　　首）
2018年８月27日 7,704 － 1.5 86.9

８月末 7,732 0.4 1.5 86.8

（期　　　末）
2018年９月26日 7,825 1.6 0.4 87.0

第75期

（期　　　首）
2018年９月26日 7,785 － 0.4 87.0

９月末 7,829 0.6 0.4 87.1

（期　　　末）
2018年10月26日 7,706 △1.0 0.4 89.1

第76期

（期　　　首）
2018年10月26日 7,666 － 0.4 89.1

10月末 7,624 △0.5 0.4 88.9

（期　　　末）
2018年11月26日 7,610 △0.7 0.4 96.3

第77期

（期　　　首）
2018年11月26日 7,570 － 0.4 96.3

11月末 7,614 0.6 0.4 96.6

（期　　　末）
2018年12月26日 7,733 2.2 0.5 88.6

第78期

（期　　　首）
2018年12月26日 7,693 － 0.5 88.6

12月末 7,678 △0.2 0.5 88.4

（期　　　末）
2019年１月28日 7,957 3.4 0.5 90.0

※期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。

※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。
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アジア・ハイイールド債券ファンド毎月分配型（通貨アクティブヘッジコース）

3－　　－

１ 運用経過
基準価額等の推移について（2018年７月27日から2019年１月28日まで）

基準価額等の推移

※分配金再投資基準価額は、作成期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。

2,000
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7,000

7,500

8,000

8,500

作成期首 作成期末'18/8 9 10 11 12
0

純資産総額（百万円）: 右軸

基準価額（円）: 左軸

分配金再投資基準価額（円）: 左軸

作成期首 7,707円

作成期末 8,157円
（当作成期分配金230円（税引前）込み）

騰 落 率 ＋6.0％
（分配金再投資ベース）

分配金再投資基準価額について
　分配金再投資基準価額は分配金（税引前）を分配時
に再投資したと仮定して計算したもので、ファンド
運用の実質的なパフォーマンスを示します。

※分配金を再投資するかどうかについては、受益者の皆さまがご
利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額な
どによって課税条件も異なります。したがって、受益者の皆さ
まの損益の状況を示すものではありません。（以下、同じ）

CC_18491671_03_ost三住A_アジアハイイールド債券F毎月（通貨Aヘッジ）_運用経過（交流用）.indd   3 2019/03/13   15:06:32



アジア・ハイイールド債券ファンド毎月分配型（通貨アクティブヘッジコース）

4－　　－

基準価額の主な変動要因（2018年７月27日から2019年１月28日まで）

　投資信託証券への投資を通じて、主として、アジア（西アジア、オセアニアを含み、日本を除
く）の米ドル建てハイイールド債券等への投資を行いました。外貨建資産については、為替ヘッ
ジ戦略を活用し、為替変動リスクの低減を図りました。また、為替プレミアム戦略を活用し、オ
プションのプレミアム（オプション料）収入の獲得を目指しました。

組入れファンドの状況

組入れファンド 投資資産 作成期末組入比率

アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド
（カレンシー・ストラテジー・クラス） 外国債券 90.0％

マネー・オープン・マザーファンド 短期金融資産 0.6％
※比率は、純資産総額に対する割合です。

上昇要因
●アジア・ハイイールド債券市場が、米国国債利回りの低下（価格は上昇）などを受け、上
昇したこと
●為替ヘッジ戦略および為替プレミアム戦略がプラスに寄与したこと
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アジア・ハイイールド債券ファンド毎月分配型（通貨アクティブヘッジコース）

5－　　－

投資環境について（2018年７月27日から2019年１月28日まで）

アジア・ハイイールド債券市場は、上昇しました。米ドルは円に対して下落しました。

アジア・ハイイールド債券市場

　作成期初から９月にかけては、トルコリ
ラの急落、米中貿易摩擦により、アジア・
ハイイールド債券市場はスプレッド（国債に
対する上乗せ金利）が拡大したことで軟調に
推移した後、一部の銘柄が牽引してスプ
レッドが縮小し、堅調な展開となりました。
　10月から11月にかけては、米国や中国の
経済指標の一部が軟調だったことや米中貿
易摩擦により投資家心理が悪化し、アジ
ア・ハイイールド債券市場はスプレッドが
拡大、軟調に推移しました。
　12月以降は、世界的な株式相場の下落、
米中貿易摩擦問題の改善期待の後退、中国
経済の減速懸念などによりリスク回避局面
となり、米国国債利回りが急低下したこと
で、相対的に利回りの高いアジア・ハイ
イールド債券市場に資金が流入し、スプ
レッドが縮小し、堅調に推移しました。
　当作成期のＪＰモルガン・アジア・クレ
ジット指数（非投資適格）（米ドルベース）の
騰落率は、＋3.5％となりました。

為替市場

　作成期初から10月上旬にかけては、ＦＲ
Ｂ（米連邦準備制度理事会）が利上げを行い、
日米金利差が拡大したことや堅調な米国経
済指標の発表などを受けて、米ドル高・円
安となりました。
　10月上旬から12月中旬にかけては、米中
貿易摩擦への警戒感などを受けて投資家の
リスク回避姿勢が強まったことで、もみあ
いながらも米ドル安・円高となりました。
　12月中旬から作成期末にかけては、世界
的な株式相場の下落などからリスク回避の
動きが強まり、急激に米ドル安・円高が進
行しました。
　当作成期の米ドル・円は、作成期首110円
72銭から作成期末109円35銭と１円37銭の
米ドル安・円高となりました。
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アジア・ハイイールド債券ファンド毎月分配型（通貨アクティブヘッジコース）

6－　　－

ポートフォリオについて（2018年７月27日から2019年１月28日まで）

当ファンド

　作成期を通じて、「アジア・ハイ・イール
ド・ボンド・ファンド（カレンシー・ストラ
テジー・クラス）」を高位に組み入れました。

アジア･ハイ･イールド･ボンド･ファンド
（カレンシー ･ストラテジー ･クラス）

　アジア・ハイイールド債券市場は、米中
貿易摩擦や中国の景気減速懸念から軟調に
推移した後、米国国債利回りの低下により
反発しました。
　国別では中国やインドネシアを中心に投
資を行いました。業種別では不動産セク
ターのウェイトが約半分を占め、それ以外
にも様々な業種に分散投資を行いました。
ディフェンシブ（景気変動の影響を受けにく
い）ながら高い利回りを提供する、償還日ま
での期間の短い中国不動産セクターの債券
を選好したことが、ファンドのパフォーマ
ンスにプラス寄与しました。
　為替ヘッジ戦略は、ＦＲＢが利上げを行
い日米金利差が拡大したことなどで、作成
期初から10月上旬まで、米ドル高・円安で
推移し、また、作成期初から11月までボラ
ティリティ（価格変動性）が低かったため、
11月までは限定的に為替ヘッジを実行しま

した。しかし、米ドル高・円安が進行した
ため、この期間はマイナス寄与となりまし
た。一方、12月以降は急激な米ドル安・円
高が進行したため、プラス寄与となりまし
た。
　為替プレミアム戦略については、プレミ
アム収入の獲得によってプラス寄与となり
ました。
　作成期を通じてみると、為替戦略はプラ
ス寄与となりました。

マネー・オープン・マザーファンド

　主として、円貨建ての短期公社債および
短期金融商品に投資し、安定した収益の確
保を目指した運用を行いました。
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アジア・ハイイールド債券ファンド毎月分配型（通貨アクティブヘッジコース）

7－　　－

分配金について（2018年７月27日から2019年１月28日まで）

　第73期から第77期までの１万口当たりの分配金（税引前）は、基準価額水準等を勘案し、それ
ぞれ40円といたしました。第78期は基準価額が下落傾向で推移したことや市況動向等を勘案し
た結果、今後も継続的な分配を行うことを目指し、30円に引き下げることといたしました。
　なお、収益分配に充てなかった留保益につきましては、運用の基本方針に基づき運用いたしま
す。

（単位：円、１万口当たり、税引前）

項　目 第73期 第74期 第75期 第76期 第77期 第78期

当期分配金 40 40 40 40 40 30
（対基準価額比率） （0.517％） （0.511％） （0.519％） （0.526％） （0.517％） （0.377％）

当期の収益 40 40 40 40 40 30
当期の収益以外 － － － － － －

翌期繰越分配対象額 2,014 2,061 2,108 2,156 2,208 2,272
※単位未満を切り捨てているため、「当期の収益」と「当期の収益以外」の合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。
※「対基準価額比率」は、「当期分配金」（税引前）の期末基準価額（分配金（税引前）込み）に対する比率で、当ファンドの収
益率とは異なります。

ベンチマークとの差異について（2018年７月27日から2019年１月28日まで）

　ベンチマークおよび参考指数を設けていませんので、この項目に記載する事項はありません。

当ファンド

　引き続き、「アジア・ハイ・イールド・ボ
ンド・ファンド（カレンシー・ストラテ
ジー・クラス）」を高位に組み入れることに
より、安定的なインカム収益の確保を目指
して運用を行います。

アジア･ハイ･イールド･ボンド･ファンド
（カレンシー ･ストラテジー ･クラス）

　米中貿易摩擦や金融政策の正常化は、引
き続き不透明要因になると考えます。また、
インドネシアとインドは経常赤字を抱えて
いることや、総選挙を間近に控えているた

２ 今後の運用方針
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アジア・ハイイールド債券ファンド毎月分配型（通貨アクティブヘッジコース）

8－　　－

３ お知らせ
約款変更について

　該当事項はございません。

め、両国の状況を注視する必要があります。
ただし、中国人民銀行が緩和的スタンスで
あることや、米国金利の上昇が当初の想定
よりも緩やかである可能性が高まったこと
で、アジア・ハイイールド債券市場はバ
リュエーション（価格評価）面で魅力がある
と考えます。
　これらの状況を勘案し、信用分析および
バリュエーションの両面からさらに慎重な
銘柄選別を行う必要性を認識しており、必
要に応じて機敏な銘柄入替えなどを行って
いく方針です。
　為替戦略では、円安時のファンドのパ
フォーマンス向上を追求しつつ、適切なタ
イミングで為替ヘッジを実施することによ
り、円高リスクを抑制する方針です。また、
為替オプション市場のボラティリティ（変動
率）と為替オプションのプレミアムが上昇す
る局面では、為替プレミアム戦略に基づく
オプション取引を実施し、パフォーマンス
の向上を目指します。

マネー・オープン・マザーファンド

　円貨建ての短期公社債および短期金融商
品に投資し、安定した収益の確保を目指し
ます。
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9－　　－

アジア・ハイイールド債券ファンド毎月分配型（通貨アクティブヘッジコース）

１万口当たりの費用明細（2018年７月27日から2019年１月28日まで）

項 目 金 額 比 率 項 目 の 概 要

(a) 信 託 報 酬 42円 0.550％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（経過日数／年日数）
投信会社：ファンド運用の指図等の対価
販売会社：交付運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファンドの管

理、購入後の情報提供等の対価
受託会社：ファンド財産の保管および管理、投信会社からの指図の実行等

の対価

（投 信 会 社） (11) (0.149)

（販 売 会 社） (30) (0.385)

（受 託 会 社） ( 1) (0.017)

(b) そ の 他 費 用 0 0.006
その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
監査費用：監査法人に支払うファンドの監査費用
そ の 他：信託事務の処理等に要するその他費用

（監 査 費 用） ( 0) (0.004)

（そ の 他） ( 0) (0.002)

合 計 42 0.556

期中の平均基準価額は7,713円です。

※期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出しています。

※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

※各項目毎に円未満は四捨五入しています。

※その他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。

※各項目の費用は、当ファンドが組み入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。当該投資信託証券の費用は後掲の「包括利益

計算書」をご覧ください。

当作成期中の売買及び取引の状況（2018年７月27日から2019年１月28日まで）

(1) 投資信託証券

当 作 成 期

買 付 売 付

口 数 買 付 額 口 数 売 付 額

国内
口 千円 口 千円

アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド
（カレンシー・ストラテジー・クラス）

158,749,248 105,600 420,611,122 290,600

合 計 158,749,248 105,600 420,611,122 290,600

※金額は受渡し代金。

※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。

(2) 親投資信託受益証券の設定、解約状況

当 作 成 期

設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額

千口 千円 千口 千円
マネー・オープン・マザーファンド － － 21,899 21,910

※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。
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10－　　－

アジア・ハイイールド債券ファンド毎月分配型（通貨アクティブヘッジコース）

利害関係人との取引状況等（2018年７月27日から2019年１月28日まで）

当作成期中における利害関係人との取引等はありません。
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

組入れ資産の明細（2019年１月28日現在）

(1) ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンドの明細

フ ァ ン ド 名
作 成 期 首 作 成 期 末

口 数 口 数 評 価 額 組 入 比 率

口 口 千円 ％
アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド
（カレンシー・ストラテジー・クラス） 1,955,761,711 1,693,899,837 1,166,419 90.0

合 計 1,955,761,711 1,693,899,837 1,166,419 90.0

※組入比率は、純資産総額に対する評価額の比率。

※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。

(2) 親投資信託残高

種 類
作 成 期 首 作 成 期 末

口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
マネー・オープン・マザーファンド 30,000 8,100 8,103

※マネー・オープン・マザーファンドの作成期末の受益権総口数は75,182千口です。

※単位未満は切捨て。
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11－　　－

アジア・ハイイールド債券ファンド毎月分配型（通貨アクティブヘッジコース）

資産、負債、元本及び基準価額の状況
(2018年８月27日)(2018年９月26日)(2018年10月26日)(2018年11月26日)(2018年12月26日)(2019年１月28日)

項 目 第 73 期 末 第 74 期 末 第 75 期 末 第 76 期 末 第 77 期 末 第 78 期 末

(A) 資 産 1,435,978,050円 1,444,841,372円 1,373,826,392円 1,435,389,017円 1,297,712,891円 1,308,203,914円

コール・ローン等 168,157,609 175,339,720 150,976,932 137,488,867 152,155,772 133,681,108

投資信託受益証券(評価額) 1,237,802,441 1,244,415,970 1,214,744,461 1,273,122,089 1,137,453,740 1,166,419,427

マ ネ ー ・ オ ー プ ン ・
マザーファンド(評価額) 30,018,000 8,104,999 8,104,999 8,104,189 8,103,379 8,103,379

未 収 配 当 金 － 16,980,683 － 16,673,872 － －

(B) 負 債 11,902,084 14,028,190 10,050,856 113,863,570 13,288,690 11,634,912

未 払 金 － － － 105,600,000 － －

未払収益分配金 7,394,303 7,351,680 7,115,869 6,982,942 6,678,798 4,906,747

未 払 解 約 金 3,121,778 5,402,061 1,665,452 29,999 5,433,272 5,450,345

未 払 信 託 報 酬 1,375,747 1,265,088 1,255,858 1,235,393 1,167,850 1,261,158

未 払 利 息 － 514 － 395 － 384

その他未払費用 10,256 8,847 13,677 14,841 8,770 16,278

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,424,075,966 1,430,813,182 1,363,775,536 1,321,525,447 1,284,424,201 1,296,569,002

元 本 1,848,575,961 1,837,920,209 1,778,967,436 1,745,735,683 1,669,699,643 1,635,582,549

次期繰越損益金 △　424,499,995 △　407,107,027 △　415,191,900 △　424,210,236 △　385,275,442 △　339,013,547

(D) 受 益 権 総 口 数 1,848,575,961口 1,837,920,209口 1,778,967,436口 1,745,735,683口 1,669,699,643口 1,635,582,549口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 7,704円 7,785円 7,666円 7,570円 7,693円 7,927円

※当作成期における作成期首元本額1,884,140,355円、作成期中追加設定元本額24,557,027円、作成期中一部解約元本額273,114,833円です。

※上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定する額（元本

の欠損）となります。

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に規定する受

益権の総数および計算口数当たりの純資産の額となります。

投資信託財産の構成� （2019年１月28日現在）

項 目
作 成 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
投 資 信 託 受 益 証 券 1,166,419 89.2

マ ネ ー ・ オ ー プ ン ・ マ ザ ー フ ァ ン ド 8,103 0.6

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 133,681 10.2

投 資 信 託 財 産 総 額 1,308,203 100.0

※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。
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12－　　－

アジア・ハイイールド債券ファンド毎月分配型（通貨アクティブヘッジコース）

損益の状況
自2018年７月27日
至2018年８月27日

自2018年８月28日
至2018年９月26日

自2018年９月27日
至2018年10月26日

自2018年10月27日
至2018年11月26日

自2018年11月27日
至2018年12月26日

自2018年12月27日
至2019年１月28日

項 目 第 73 期 第 74 期 第 75 期 第 76 期 第 77 期 第 78 期

(A) 配 当 等 収 益 16,867,734円 16,907,348円 16,664,176円 16,668,034円 16,022,110円 15,833,504円
受 取 配 当 金 16,876,277 16,920,529 16,673,230 16,673,519 16,025,915 15,838,968

支 払 利 息 △　　　8,543 △　　 13,181 △　　　9,054 △　　　5,485 △　　　3,805 △　　　5,464

(B) 有価証券売買損益 △　8,692,901 6,663,671 △ 29,428,372 △ 25,208,203 12,287,683 28,737,519

売 買 益 5,046,151 6,664,563 451,111 324,960 20,289,224 28,970,500

売 買 損 △ 13,739,052 △　　　　892 △ 29,879,483 △ 25,533,163 △　8,001,541 △　　232,981

(C) 信 託 報 酬 等 △　1,386,728 △　1,274,909 △　1,269,535 △　1,251,572 △　1,177,057 △　1,278,303

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 6,788,105 22,296,110 △ 14,033,731 △　9,791,741 27,132,736 43,292,720

(E) 前 期 繰 越 損 益 金 △351,395,917 △349,194,631 △322,821,915 △336,780,627 △337,466,451 △309,855,474

(F) 追加信託差損益金 △ 72,497,880 △ 72,856,826 △ 71,220,385 △ 70,654,926 △ 68,262,929 △ 67,544,046

(配当等相当額) (　162,181,608) (　161,713,034) (　156,986,833) (　154,540,364) (　148,243,258) (　145,688,246)

(売買損益相当額) (△234,679,488) (△234,569,860) (△228,207,218) (△225,195,290) (△216,506,187) (△213,232,292)

(G) 　計　(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △417,105,692 △399,755,347 △408,076,031 △417,227,294 △378,596,644 △334,106,800

(H) 収 益 分 配 金 △　7,394,303 △　7,351,680 △　7,115,869 △　6,982,942 △　6,678,798 △　4,906,747

次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △424,499,995 △407,107,027 △415,191,900 △424,210,236 △385,275,442 △339,013,547

追加信託差損益金 △ 72,497,880 △ 72,856,826 △ 71,220,385 △ 70,654,926 △ 68,262,929 △ 67,544,046

(配当等相当額) (　162,181,621) (　161,713,044) (　156,986,837) (　154,540,365) (　148,243,259) (　145,688,250)

(売買損益相当額) (△234,679,501) (△234,569,870) (△228,207,222) (△225,195,291) (△216,506,188) (△213,232,296)

分配準備積立金 210,196,049 217,176,584 218,036,566 221,919,060 220,503,155 226,004,370

繰 越 損 益 金 △562,198,164 △551,426,785 △562,008,081 △575,474,370 △537,515,668 △497,473,871

※有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。

※信託報酬等には、信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

※分配金の計算過程は以下の通りです。

第 73 期 第 74 期 第 75 期 第 76 期 第 77 期 第 78 期

(a) 費用控除後の配当等収益 15,507,888円 16,008,688円 15,401,290円 15,423,596円 15,361,521円 15,386,157円

(b) 費用控除後・繰越欠損金補
填後の有価証券売買等損益 － － － － － －

(c) 収益調整金 162,181,621 161,713,044 156,986,837 154,540,365 148,243,259 145,688,250

(d) 分配準備積立金 202,082,464 208,519,576 209,751,145 213,478,406 211,820,432 215,524,960

(e) 分配可能額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 379,771,973 386,241,308 382,139,272 383,442,367 375,425,212 376,599,367

１万口当たり分配可能額 2,054 2,101 2,148 2,196 2,248 2,302

(f) 分配金額 7,394,303 7,351,680 7,115,869 6,982,942 6,678,798 4,906,747

１万口当たり分配金額(税引前) 40 40 40 40 40 30

分配金のお知らせ

１万口当たり分配金（税引前）
第73期 第74期 第75期 第76期 第77期 第78期

40円 40円 40円 40円 40円 30円

※分配金は、分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は全額「普通分配金」となり課税されます。分配後の基準価額が個別元

本を下回る場合は下回る部分が「元本払戻金（特別分配金）」となり非課税、残りの部分が「普通分配金」となります。

上記のほか、投資信託財産の計算に関する規則第58条第１項各号に該当する事項はありません。
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アジア・ハイイールド債券ファンド毎月分配型（通貨アクティブヘッジコース）

組入れ投資信託証券の内容
投資信託証券の概要

ファンド名 アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（カレンシー・ストラテジー・クラス）

形態 ケイマン籍契約型投資信託（円建て）

主要投資対象

・米ドル建てハイイールド債等

・主として為替ヘッジ戦略および為替プレミアム戦略の投資成果を享受するため、トータル・リ

ターン・スワップ取引、フォワード取引、またはオプション取引等を利用

運用の基本方針

・主として、成長の期待されるアジア（西アジア、オセアニアを含み、日本を除きます）の米ドル

建てハイイールド債等に投資し、安定的な収益の確保と信託財産の中長期的な成長を目指しま

す。米ドル建て以外の債券等に投資する場合は、原則として実質的に米ドル建てとなるよう為替

取引を行います。

・実質外貨建資産については、為替ヘッジ戦略を活用し、為替変動リスクの低減を図るとともに、

為替プレミアム戦略を活用し、オプションのプレミアム収入の獲得を目指します。

ベンチマーク ありません。

主な投資制限

・投資信託証券への投資は純資産総額の５％以下とします。ただし、上場投資信託証券（ＥＴＦ、

ＲＥＩＴ等）は除きます。

・非流動性資産への投資は、取得時において純資産総額の15％以下とします。

決算日 年１回（原則として、毎年10月31日）

分配方針
毎月15日（休業日の場合は前営業日）に分配を行う方針です。ただし、分配を行わないことがあり

ます。

運用報酬等 純資産総額に対して年0.69％

管理および

その他の費用

ファンドの保管、設立、取引関連費用、法的費用、会計・監査および税務上の費用ならびにその他

の費用を負担します。

その他の費用・手数料については、ファンドの運営状況等により変動するものであり、事前に料

率、上限額等を示すことができません。

申込手数料 ありません。

投資顧問会社 シティグループ・ファースト・インベストメント・マネジメント・リミテッド

副投資顧問会社 ＵＯＢアセットマネジメント・リミテッド、日興グローバルラップ株式会社

購入の可否 日本において一般投資者は購入できません。

　以下には、「アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（カレンシー・ストラテジー・クラス）」を

シェアクラスとして含む「アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド」の情報を委託会社において抜粋・

要約して翻訳したものを記載しています。

CC_18491671_05_ost三住A_アジアハイイールド債券F毎月（通貨Aヘッジ）_投資信託証券.indd   13 2019/03/13   15:06:35



14－　　－

アジア・ハイイールド債券ファンド毎月分配型（通貨アクティブヘッジコース）

包括利益計算書（2016年11月１日から2017年10月31日まで）

（千円）

受取利息 118,103

損益を通じて公正価値評価される金融商品にかかる純利益 25,206

純為替差益 6,828

その他収益 255

収益合計 150,392

管理報酬 (11,625)

事務代行、名義書換代理人および保管報酬 (1,349)

監査報酬 (3,749)

受託報酬 (1,208)

銀行手数料 (66)

財務諸表作成費用 (798)

営業費用合計 (18,795)

税引前および金融費用控除前営業利益 131,597

受益証券保有者への分配金 (241,951)

営業による受益証券保有者に帰属する純資産の変動額および当期包括利益合計 (110,354)
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アジア・ハイイールド債券ファンド毎月分配型（通貨アクティブヘッジコース）

組入上位銘柄� （2017年10月31日）

銘柄名 利率 償還日 組入比率

１ BAOXIN AUTO FINANCE I LT FRN 31DEC2049 5.625％ － 6.8％

２ PB INTERNATIONAL BV 7.625% 26JAN2022 7.625％ 2022/１/26 6.6％

３ INDYIJ 6.375% 24JAN2023 6.375％ 2023/１/24 6.2％

４ TRADE & DEV BANK TDBM 9 3/8 05/19/20 9.375％ 2020/５/19 6.0％

５ VEDANTA RESOURCES PLC 6.125% 09AUG2024 6.125％ 2024/８/９ 5.5％

６ ABM INVESTAMA ABMMIJ 7 1/8 08/01/22 7.125％ 2022/８/１ 5.0％

７ GEO COAL INTL GERLSP 8 10/04/22 8.000％ 2022/10/４ 4.8％

８ CHN SCE PROPERTY CHINSC 5 7/8 03/10/22 5.875％ 2022/３/10 4.7％

９ GOLDEN LEGACY PTE LTD 8.25% 07JUN2021 8.250％ 2021/６/７ 4.4％

10 MEDCO STRAITS MEDCIJ 8 1/2 08/17/22 8.500％ 2022/８/17 4.3％

11 VEDANTA RESOURCE VEDLN 6 3/8 07/30/22 6.375％ 2022/７/30 4.2％

12 ALAM SYNERGY ASRIIJ 6 5/8 04/24/22 6.625％ 2022/４/24 4.0％

13 AOYUAN PROPERTY CAPG 6.525 04/25/19 6.525％ 2019/４/25 3.5％

14 POWERLONG REAL ESTATE 5.95% 19JUL2020 5.950％ 2020/７/19 3.4％

15 YESTAR INTL HLD YESTAR 6.9 09/15/21 6.900％ 2021/９/15 2.8％

16 AZURE POWER ENERGY LTD 5.5% 03NOV2022 5.500％ 2022/11/３ 2.8％

17 361 DEGREES INTL DEGREE 7 1/4 06/03/21 7.250％ 2021/６/３ 2.2％

18 YANCOAL INTL YZCOAL 5 3/4 PERP 5.750％ － 2.1％

19 MODERNLAND OVERS MDLNIJ 6.95 04/13/24 6.950％ 2024/４/13 2.1％

20 FANTASIA HOLDING FTHDGR 7 3/8 10/04/21 7.375％ 2021/10/４ 2.0％

21 YANLORD LAND HK YLLGSP 5 7/8 01/23/22 5.875％ 2022/１/23 1.4％

22 WEST CHINA CEM WESCHI 6 1/2 09/11/19 6.500％ 2019/９/11 1.4％

23 BK OF EAST ASIA BNKEA 5 1/2 12/29/49 5.500％ － 1.4％

24 YUZHOU PROPERTIE YUZHOU 6 10/25/23 6.000％ 2023/10/25 1.4％

25 POWERLONG REAL E PWRLNG 7 5/8 11/26/18 7.625％ 2018/11/26 1.4％

26 JSW STEEL LTD JSTLIN 4 3/4 11/12/19 4.750％ 2019/11/12 1.4％

27 DR PENG HOLDING HONGKONG 5.05% 01JUN2020 5.050％ 2020/６/１ 1.4％

28 JUBILANT PHARMA JUBPSG 4 7/8 10/06/21 4.875％ 2021/10/６ 1.4％

29 GAJAH TUNGGAL GJTLIJ 8 3/8 08/10/22 8.375％ 2022/８/10 1.4％

30 JAPFA COMFEED JPFAIJ 5 1/2 03/31/22 5.500％ 2022/３/31 1.4％

31 PRESS METAL PMALMK 4.8 10/30/22 4.800％ 2022/10/30 1.4％

32 SINO-OCEAN LAND TREAS FIN FRN 29DEC2049 4.900％ － 1.4％

全銘柄数 32銘柄

※比率はポートフォリオに対する割合です。

※シティグループ・ファースト・インベストメント・マネジメント・リミテッドからのデータ提供を受けて三井住友アセットマネジメント

が作成しています。
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最近５期の運用実績 
 

決  算  期 
基 準 価 額 

債券組入 
比  率 

純 資 産 
総  額 

 
 

期 中 
騰落率 

 円 ％ ％ 百万円
２期(2014年３月３日) 10,013 0.1 98.2 75
３期(2015年３月２日) 10,021 0.1 98.6 75
４期(2016年３月１日) 10,025 0.0 83.9 75
５期(2017年３月１日) 10,016 △0.1 69.8 75
６期(2018年３月１日) 10,009 △0.1 72.4 75

※当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。 

 

当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年  月  日 
基 準 価 額 債 券 組 入 

比     率  騰 落 率 

(期   首) 円 ％ ％
2017年３月１日 10,016 － 69.8
  ３月末 10,015 △0.0 69.7
  ４月末 10,015 △0.0 87.1
  ５月末 10,014 △0.0 87.0
  ６月末 10,013 △0.0 86.8
  ７月末 10,013 △0.0 72.5
  ８月末 10,013 △0.0 72.4
  ９月末 10,013 △0.0 72.3
  10月末 10,012 △0.0 72.2
  11月末 10,011 △0.0 72.4
  12月末 10,011 △0.0 72.3

2018年１月末  10,010 △0.1 72.2
  ２月末 10,009 △0.1 72.4

(期   末)  
2018年３月１日 10,009 △0.1 72.4

※騰落率は期首比です。 

マネー・オープン・マザーファンド 
 

第６期 (2017年３月２日から2018年３月１日まで)

信託期間 無期限（設定日：2012年７月27日） 

運用方針 主として、円貨建ての短期公社債および短期金融商品に投資し、安定した収益の確保を目指します。
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マネー・オープン・マザーファンド

 1 運用経過 
 

基準価額等の推移について(2017年３月２日から2018年３月１日まで) 
 
基準価額等の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基準価額の主な変動要因(2017年３月２日から2018年３月１日まで) 
 
 当ファンドは、円建ての公社債および短期金融商品などへ投資しました。 
 
 

下落要因 

 
・日銀によるマイナス金利政策が継続され、主要投資対象である短期公社債や短期金

融商品におけるマイナス利回りが続いたこと 

 
 

投資環境について(2017年３月２日から2018年３月１日まで) 
 
 
 
 
 物価上昇率は１％程度まで上昇しましたが、目標とする２％にはまだ乖離があることから、日
銀は「長短金利操作付き量的・質的金融緩和」政策を維持し、日銀当座預金の一部へのマイナス
金利の付利を継続しました。 
 国庫短期証券３ヵ月物利回りは、日銀による短期国債買入れ残高が徐々に減額されたことを背
景に上昇しましたが、マイナス圏での推移は継続しました。国庫短期証券３ヵ月物利回りは期首
－0.317％に対し、期末には－0.200％に上昇しました。 

期  首  10,016円 

期  末  10,009円 

騰 落 率   －0.1％ 

当期の短期金利は上昇しましたが、マイナス圏での推移は継続しました。 
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マネー・オープン・マザーファンド

 
ポートフォリオについて(2017年３月２日から2018年３月１日まで) 
 
 短期金利は低位推移が継続するとの見通しから、残存０年から１年３ヵ月の円建て公社債およ
び短期金融商品で構築したポートフォリオを維持しました。また、マイナス利回りの影響を抑制
することに配慮し、短期公社債の組入れを行いました。 
 
 
ベンチマークとの差異について(2017年３月２日から2018年３月１日まで) 
 
 ベンチマークおよび参考指数を設けていませんので、この項目に記載する事項はありません。 
 
 

 2 今後の運用方針 
 
 日銀によるマイナス金利政策が継続され、短期国債利回りやコールローン翌日物金利など、主
要投資対象である短期公社債および短期金融商品の利回りはマイナスで推移しています。 
 残存０年から１年３ヵ月の公社債や短期金融商品で利回りのマイナス幅が小さい投資対象を選
定し、マイナス利回りの影響を抑制することに配慮して運用を行います。 
 
 

１万口当たりの費用明細(2017年３月２日から2018年３月１日まで) 
 

項 目 金額 比率 項目の概要 

(a) その他費用 0円 0.004％ その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数 
そ の 他    ：信託事務の処理等に要するその他費用  (その他) (0) (0.004)

合 計 0 0.004   

 
期中の平均基準価額は10,012円です。 
※期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出しています。 
※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。 

 

当期中の売買及び取引の状況(2017年３月２日から2018年３月１日まで) 
公社債 
 

 買  付  額 売  付  額 

    千円 千円
 国 内  特 殊 債 券 67,793 －
    (65,000)
※金額は受渡し代金。(経過利子分は含まれておりません。) 

※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 

※( )内は償還等による減少分で、上段の数字には含まれておりません。 
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マネー・オープン・マザーファンド

利害関係人との取引状況等(2017年３月２日から2018年３月１日まで) 
 
当期中における利害関係人との取引等はありません。 
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

組入れ資産の明細(2018年３月１日現在) 
公社債 

Ａ 債券種類別開示／国内(邦貨建)公社債 
 

区    分 

期         末 

額 面 金 額 評 価 額 組入比率 
うちBB格以下
組 入 比 率

残存期間別組入比率 

５年以上 ２年以上 ２年未満 

 千円  千円 ％ ％ ％ ％  ％ 
特 殊 債 券 54,000  54,478 72.4 － － －  72.4 

( 除 く 金 融 債 ) (54,000) (54,478) (72.4) (－) (－) (－) (72.4)

合   計 
54,000  54,478 72.4 － － －  72.4 

(54,000) (54,478) (72.4) (－) (－) (－) (72.4)

※( )内は非上場債で内書きです。 

※組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 

※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 

※－印は組入れなし。 

 
Ｂ 個別銘柄開示／国内(邦貨建)公社債 
 

種 類 銘     柄 
期             末 

利  率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日

  ％ 千円 千円  

特 殊 債 券 第15回 政府保証東日本高速道路債券 1.3 14,000 14,184 2019/２/25

(除く金融債) 第56回 政府保証日本高速道路保有・債務返済機構債券 1.4 12,000 12,023 2018/４/20

 第62回 政府保証日本高速道路保有・債務返済機構債券 1.7 14,000 14,100 2018/７/31

 第69回 政府保証日本高速道路保有・債務返済機構債券 1.6 14,000 14,169 2018/11/28

合          計 － 54,000 54,478 － 

※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 

 

投資信託財産の構成 (2018年３月１日現在) 
 

項      目 
期           末 

評  価  額 比     率 

 千円 ％ 
公 社 債 54,478 72.4 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 20,792 27.6 

投 資 信 託 財 産 総 額 75,270 100.0 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 
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マネー・オープン・マザーファンド

資産､負債､元本及び基準価額の状況 
(2018年３月１日現在) 

 
項     目 期     末 

(A) 資 産  75,270,110円
 コ ー ル ・ ロ ー ン 等  20,677,360 
 公 社 債      ( 評 価 額 )  54,478,380 
 未 収 利 息  72,486 
 前 払 費 用  41,884 

(B) 負 債  366 
 そ の 他 未 払 費 用  366 

(C) 純 資 産 総 額 ( A - B )  75,269,744 
 元 本  75,202,622 
 次 期 繰 越 損 益 金  67,122 

(D) 受 益 権 総 口 数  75,202,622口
 １万口当たり基準価額(C/D)  10,009円

※当期における期首元本額75,232,566円、期中追加設定元本額0円、

期中一部解約元本額29,944円です。 

※上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額

が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定す

る額(元本の欠損)となります。 

※期末における元本の内訳は以下の通りです。 

アジア・ハイイールド債券ファンド毎月分配型（通貨アクティブヘッジコース） 30,000,000円

メキシコ債券ファンド（毎月分配型） 9,994,004円

メキシコ債券ファンド（資産成長型） 4,997,002円

日興エドモン･ドゥ･ロスチャイルド･ラグジュアリーファンド 29,982,011円

ＳＭＢＣ・日興資産成長ナビゲーション 49,961円

アジア・ハイイールド債券ファンド毎月分配型（ヘッジなしコース） 29,944円

三井住友・グローバルＣＢ戦略ファンド（為替ヘッジあり） 9,981円

三井住友・グローバルＣＢ戦略ファンド（為替ヘッジなし） 9,981円

三井住友・公益インフラ優先証券ファンド201508 9,980円

ダイナミック・マルチアセット戦略ファンド（為替ヘッジなし） 9,980円

ダイナミック・マルチアセット戦略ファンド（限定為替ヘッジ） 9,980円

あしぎん世界コーポレート・ハイブリッド証券ファンド2016-02 9,976円

三井住友・公益インフラ優先証券ファンド201603 9,978円

あしぎん世界コーポレート・ハイブリッド証券ファンド2016-05 9,978円

りそな・ストラテジック・インカムファンド２０１６－０５（為替ヘッジあり） 9,978円

りそな・ストラテジック・インカムファンド２０１６－０５（為替ヘッジなし） 9,978円

りそな・ストラテジック・インカムファンド２０１６－０９（為替ヘッジあり） 9,980円

りそな・ストラテジック・インカムファンド２０１６－０９（為替ヘッジなし） 9,980円

あしぎん世界コーポレート・ハイブリッド証券ファンド2016-09 9,980円

りそな・ストラテジック・インカムファンド２０１６－１２（為替ヘッジあり） 9,985円

りそな・ストラテジック・インカムファンド２０１６－１２（為替ヘッジなし） 9,985円

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資

信託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に

規定する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額とな

ります。 

損益の状況 
(自2017年３月２日 至2018年３月１日) 

 
項     目 当     期 

(A) 配 当 等 収 益   886,215円
 受 取 利 息   901,602 
 支 払 利 息  △ 15,387 

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益  △ 938,200 
 売 買 損  △ 938,200 

(C) 信 託 報 酬 等  △ 2,779 
(D) 当 期 損 益 金 ( A + B + C )  △ 54,764 
(E) 前 期 繰 越 損 益 金   121,933 
(F) 解 約 差 損 益 金  △ 47 
(G) 計       ( D + E + F )   67,122 
 次 期 繰 越 損 益 金 ( G )   67,122 

※有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 

※信託報酬等には、保管費用等を含めて表示しています。 

※解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を

差し引いた差額分をいいます。 

 

お知らせ 
＜約款変更について＞ 

 受益者に対してする公告を電子公告の方法による

ものとするため、所要の変更を行いました。 

（適用日：2018年２月１日） 
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